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東
部
若
葦
会

東
部
若
葦
会
は
、
昭
和
三
十

八
年
七
月
に
発
足
さ
れ
て
よ
り
、

平
成
六
年
を
以
っ
て
三
十
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
年
に
会

員
一
同
は
「
若
葦
会
三
十
年
の

歩
み
」
を
刊
行
し
、
八
月
二
十

八
日
に
芙
蓉
第
一
ホ
テ
ル
に
て

「
若
葦
会
発
足
三
十
年
記
念
大

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
の
参
加
者
は
四
十
七
名

を
か
ぞ
え
、
祝
賀
会
で
は
歴
代

会
員
諸
氏
か
ら
お
借
り
し
た
ス

ナ
ッ
プ
写
真
を
ス
ラ
イ
ド
上
映

し
、
当
時
の
様
々
な
思
い
出
話

を
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
若
手

会
員
と
Ｏ
Ｂ
会
員
が
祝
杯
を
酌

み
交
わ
す
場
面
等
も
伺
え
、
参

加
者
全
員
が
若
葦
会
の
弥
栄
を

祈
念
し
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

十
一
月
に
は
、
神
社
庁
烏
取

支
部
と
合
同
で
卓
上
研
修
会
を

執
り
行
い
ま
し
た
。
平
成
六
年

度
の
教
化
テ
ー
マ
で
あ
る
「
鎮

守
の
森
か
ら
の
教
化
活
動
」
に

つ
い
て
、
会
員
の
公
民
館
主
任
。

本
会
は
、
昭
和
三
十
八
年
十

二
月
、
地
域
毎
の
組
織
の
充
実

を
図
る
協
議
体
（
鳥
取
県
神
道

青
年
協
議
会
）
と
し
て
発
足
し
、

若
葦
会
、
中
部
胄
神
、
西
部
青

神
各
会
の
活
動
が
定
着
し
た
こ

と
を
受
け
て
、
昭
和
五
十
四
年

九
月
、
十
五
周
年
を
契
機
に
、

鳥
取
県
神
道
青
年
会
に
名
称
を

変
更
し
、
県
内
の
神
道
青
年
相

互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
各
種
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。創

立
三
十
周
年
記
念
大
会
は

六
月
十
一
日
、
米
子
市
鴨
御
祖

神
社
並
び
に
米
子
ニ
ュ
ー
ァ
ー

バ
ン
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、
来
賓

と
し
て
松
田
幸
史
県
神
社
庁
長
、

松
田
因
善
県
総
代
会
会
長
、
安

創
立
三
十
周
年
記
念
大
会
開
催

一

国

ま
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中
部
青
年
神
職
会
で
は
、

「
日
の
丸
パ
レ
ー
ド
」
「
鎮
霊
神

社
秋
季
大
祭
奉
仕
」
等
、
各
事

業
に
毎
年
取
り
組
み
、
又
何
か

を
記
念
し
た
事
業
を
単
年
度
で

実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年

度
は
、
「
建
国
祭
奉
仕
に
つ
い

て
」
を
記
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

東
部
・
西
部
冑
神
の
皆
様
方

は
、
古
く
か
ら
取
り
組
ん
で
お

ら
れ
ま
す
が
、
中
部
で
は
、
平

成
二
年
に
初
め
て
建
国
祭
を
胄

神
事
業
で
取
り
組
も
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
三
年
間
は
、
賀

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
等
の
立
場
で

の
体
験
話
を
交
え
て
話
し
合
い

ま
し
た
。
又
、
当
日
に
は
若
手

会
員
が
中
心
に
な
り
、
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
よ
う
な
若
手
会

員
主
動
の
催
し
も
執
り
行
っ
て

ゆ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

東
部
若
層
神
職
の
更
な
る
奮
起

を
／

門
脇
豊
文

江
忠
愛
西
部
支
部
長
、
中
田
武

伸
神
冑
協
中
国
地
区
理
事
（
神

胄
協
会
長
代
理
）
の
臨
席
を
賜

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

先
ず
、
鴨
御
祖
神
社
に
於
い

て
、
会
員
奉
仕
の
下
、
不
肖
私

が
祭
主
を
努
め
て
祭
典
が
執
行

さ
れ
、
三
十
周
年
を
言
祝
ぎ
、

本
会
の
発
展
と
会
員
を
は
じ
め

関
係
者
の
益
々
の
隆
昌
を
祈
念

す
る
と
共
に
、
一
月
十
七
日
に

発
生
し
た
阪
神
淡
路
大
震
災
の

早
期
復
興
を
祈
念
し
ま
し
た
。

祭
典
終
了
後
、
東
・
中
・
西
の

相
伝
楽
を
奉
納
し
、
相
互
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

記
念
式
典
は
、
佐
々
木
会
長

の
挨
拶
の
後
、
初
代
会
長
で
も

あ
る
松
田
庁
長
よ
り
、
若
い
力

中
部
青
年
神
職
会

西
ｊ
単
趣
位

へへ

容
云

茂
神
社
（
吉
田
武
章
宮
司
）
、

続
い
て
波
々
木
神
社
（
前
田
定

彦
宮
司
）
・
村
上
神
社
（
船
越

芳
昭
宮
司
）
で
、
本
年
度
は
、

瀬
戸
神
社
（
井
上
正
典
宮
司
）

で
お
世
話
に
な
り
奉
仕
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

中
部
で
は
、
毎
年
奉
仕
神
社

を
変
え
、
初
め
て
行
く
神
社
で
、

又
そ
こ
で
の
氏
子
総
代
さ
ん
方

と
の
親
睦
等
、
大
変
勉
強
に
な

る
こ
と
が
多
く
、
中
部
胄
神
の

重
要
な
柱
的
事
業
の
ひ
と
つ
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

何
十
年
か
先
に
は
、
中
部
支

部
の
全
宮
司
さ
ん
の
お
社
を
お

と
づ
れ
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

氏
名
山
本
育
朗

（
や
ま
も
と
い
く
ろ
う
）

住
所
会
見
町
金
田
五
四
七

奉
務
神
社熊

野
神
社

報を
結
集
し
、
神
社
神
道
の
根
幹

に
係
わ
る
道
を
模
索
し
続
け
る

こ
と
が
本
会
創
立
時
の
目
的
で

あ
り
、
私
た
ち
一
人
一
人
の
雑

草
が
力
を
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
に
、

本
当
の
正
し
い
日
本
の
姿
が
あ

る
と
の
祝
辞
を
賜
り
、
元
会
長

遠
藤
政
人
氏
、
前
会
長
米
原
尊

仁
氏
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。式

典
終
了
後
の
懇
親
会
で
は

会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
と

共
に
、
先
輩
諸
兄
か
ら
我
々
胄

神
に
期
す
る
思
い
が
語
ら
れ
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
有
意
義

な
一
時
が
過
ぎ
て
行
き
ま
し
た
。

阪
神
淡
路
大
震
災
を
考
慮
し
、

質
素
倹
約
の
大
会
と
な
り
ま
し

た
が
、
多
く
の
先
輩
諸
兄
の
参

加
を
賜
り
、
会
長
以
下
会
員
の

一
致
協
力
の
も
と
無
事
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。

西
部
青
年
神
職
会

新
入
会
員
紹
介

生
ロ

は
じ
め
ま
し
て
、
熊
野
神
社

禰
宜
の
山
本
育
朗
と
申
し
ま
す
。

私
の
奉
職
す
る
熊
野
神
社
は
、

西
伯
郡
会
見
町
に
あ
り
、
周
囲

を
山
と
た
ん
ぽ
に
囲
ま
れ
た
、

静
か
な
田
舎
の
神
社
で
す
。
地

元
の
氏
子
さ
ん
達
の
信
仰
も
厚

く
、
よ
く
協
力
し
て
く
だ
さ
り
、

そ
う
し
た
好
環
境
の
中
で
、
地

元
に
密
着
し
た
神
社
と
し
て
年

間
の
様
々
な
神
事
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

私
の
家
は
代
々
熊
野
神
社
に

奉
職
す
る
神
職
と
し
て
続
い
て

き
ま
し
た
が
、
私
の
祖
父
は
早

く
に
他
界
し
、
父
が
こ
れ
ま
で

独
り
で
何
も
か
も
や
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
う
し
た
父
の
姿
を
見

な
が
ら
育
っ
た
私
は
、
父
が
健

在
で
、
い
ろ
い
ろ
と
教
わ
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
を
た
い
へ
ん

幸
せ
に
思
い
ま
す
。
ま
た
、
父

の
努
力
と
苦
労
に
報
い
る
た
め

（退
任
挨
拶

佐
々
木
克
秀

鳥
取
県
神
道
青
年
会
は
、
先
一
同
年
、
鳥
取
県
神
道
青
年
会

輩
方
が
戦
後
の
混
乱
期
に
将
来
一
三
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

を
憂
い
斯
界
の
尖
兵
と
し
て
立
一
阪
神
大
震
災
早
期
復
興
祈
願
祭

ち
上
が
ら
れ
て
よ
り
、
前
米
原
一
を
米
子
市
の
鴨
御
祖
神
社
で
、

会
長
に
至
る
ま
で
、
そ
の
活
動
一
又
記
念
式
典
を
米
子
ニ
ュ
ー
ァ

を
展
開
し
て
こ
ら
れ
た
わ
け
で
－
－
バ
ン
ホ
テ
ル
で
行
な
い
ま
し

あ
り
ま
す
が
、
我
々
も
先
輩
各
一
た
。

位
の
築
き
上
げ
ら
れ
た
輝
か
し
一
そ
の
他
諸
事
業
・
行
事
、
無

い
実
績
と
成
果
を
ふ
ま
え
つ
つ
一
事
な
ん
と
か
成
就
出
来
ま
し
た

更
に
少
し
で
も
評
価
の
頂
け
る
一
の
も
先
輩
方
の
ご
指
導
と
ご
厚

よ
う
な
活
動
を
し
な
け
れ
ば
な
一
情
の
お
陰
と
感
謝
致
し
て
お
り

ら
な
い
と
、
も
と
よ
り
会
長
の
一
ま
す
。
又
会
員
諸
兄
の
絶
大
な

重
責
を
担
い
得
る
知
識
も
才
能
華
る
ご
支
援
ご
協
力
の
お
陰
と
衷

も
持
ち
合
わ
せ
な
い
浅
学
非
才
一
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

の
身
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
一
こ
れ
か
ら
は
初
心
に
返
り
神

全
力
で
努
め
上
げ
よ
う
と
お
引
一
明
奉
仕
に
社
務
遂
行
に
、
微
力

受
け
い
た
い
し
た
。
一
な
が
ら
努
め
た
い
と
考
え
て
お

任
期
中
大
き
な
事
業
が
三
つ
一
り
ま
す
。

あ
り
ま
し
た
。
｜
陰
な
が
ら
今
後
の
神
道
青
年

平
成
五
年
九
月
、
米
子
市
の
一
会
が
会
員
の
相
互
の
理
解
を
深

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
を
主
会
場
一
め
、
新
た
な
活
動
を
展
開
し
て

に
中
国
地
区
氏
子
青
年
会
神
道
一
い
く
よ
う
、
内
な
る
充
実
と
益

青
年
会
の
合
同
研
修
会
を
開
催
。
一
々
の
ご
発
展
と
ご
健
勝
を
祈
念

七
年
に
は
阪
神
大
震
災
の
救
一
い
た
し
ま
し
て
退
任
の
挨
拶
と

援
事
業
と
し
て
物
資
の
郵
送
又
－
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
八
名
派
遣
。

一

に
も
、
早
く
一
人
前
の
神
職
に

な
り
、
父
に
楽
を
さ
せ
て
や
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

父
の
意
思
を
引
き
継
ぎ
、
熊
野

神
社
の
繁
栄
と
、
神
社
神
道
の

発
展
に
力
を
尽
く
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

と
は
言
え
、
ま
だ
ま
だ
未
熟

者
の
私
で
す
。
ご
指
導
ご
鞭
燵

の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。本

会
も
昭
和
三
十
八
年
の
発

足
以
来
三
十
周
年
を
迎
え
ま
し

た
が
、
そ
の
前
身
と
し
て
、
昭

和
二
十
七
年
八
月
に
烏
取
県
青

年
神
職
会
が
発
足
さ
れ
て
い
ま

す
。
終
戦
後
の
混
乱
期
で
も
あ

り
、
県
内
各
地
区
の
単
位
会
も

時
の
流
れ
と
共
に
夫
々
の
消
長

を
辿
る
中
、
現
在
の
各
単
位
会

の
礎
と
も
な
る
運
動
を
展
開
さ

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
諸
先
輩

方
の
苦
労
の
下
に
築
き
上
げ
ら

れ
た
本
会
を
益
々
発
展
さ
せ
て

行
く
こ
と
が
我
々
の
使
命
と
考

え
ま
す
。
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阪
神
大
震
災

支
援
報
告

青
砥
一
彦

平
成
七
年
一
月
十
七
日
未
明

阪
神
淡
路
島
方
面
を
襲
っ
た
大

震
災
は
詞
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
伝

え
る
情
報
を
通
じ
現
地
の
状
況

を
知
る
に
つ
れ
、
我
々
の
想
像

を
は
る
か
に
越
え
た
未
曾
有
の

も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
当
時
鳥

取
県
神
道
青
年
会
事
務
局
で

あ
っ
た
私
の
許
に
は
各
方
面
か

ら
の
震
災
支
援
の
要
請
や
、
現

地
か
ら
の
現
状
を
伝
え
る
Ｆ
Ａ

Ｘ
が
矢
継
ぎ
早
に
入
っ
て
い
ま

し
た
。
私
ど
も
県
神
冑
会
も
早

急
に
役
員
会
を
招
集
し
、
支
援

活
動
に
つ
き
協
議
し
た
結
果
、

情
報
が
交
錯
し
安
全
が
確
保
が

出
来
な
い
所
へ
会
員
を
派
遣
す

べ
き
で
な
い
と
す
る
佐
々
木
会

長
の
意
見
に
よ
り
、
当
面
は
物

資
の
支
援
を
行
な
う
こ
と
と
し
、

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
・
ロ
ー
プ
等
を

発
送
し
ま
し
た
。
そ
の
作
業
の

な
か
で
、
直
接
現
地
に
物
資
が

搬
入
で
き
な
い
現
状
に
改
め
て

現
地
の
惨
状
を
思
い
知
ら
さ
れ

雑
感

西
部
支
部
長
安
江
忠
愛

「
誰
で
も
よ
い
一
声
か
け
て
一
体
の
最
小
単
位
で
あ
る
家
族
の

通
れ
」
父
親
か
ら
言
わ
れ
た
一
一
重
要
性
の
軽
視
、
家
族
の
一
体

言
、
見
知
ら
ぬ
人
か
ら
小
学
生
一
感
を
喪
失
さ
せ
、
家
族
の
崩
壊

に
至
る
ま
で
：
：
…
：
、
田
舎
で
一
に
も
繋
が
り
か
ね
な
い
と
思
う
。

あ
る
か
ら
出
来
る
事
で
あ
る
。
一
夫
婦
間
の
子
ど
も
の
問
題
等

井
戸
端
的
会
議
な
れ
ば
安
易
で
一
に
も
大
き
な
影
響
も
出
て
来
る

あ
る
が
五
○
人
、
七
○
人
の
前
一
だ
ろ
う
、
墓
地
の
石
塔
は
？
、

と
な
れ
ば
…
：
．
：
。
。
一
一
本
の
石
塔
に
夫
の
姓
、
妻
の

種
々
の
講
が
あ
り
祝
宴
と
な
－
姓
を
書
き
、
建
立
年
月
日
も
西

れ
ば
話
の
き
っ
か
け
を
求
め
ら
一
暦
を
書
く
者
も
出
て
く
る
時
代

れ
る
、
と
に
か
く
神
主
は
人
が
一
に
な
り
か
ね
な
い
。

良
い
の
か
、
正
直
な
の
か
話
下
一
先
日
、
三
○
人
程
の
集
ま
り

手
が
多
い
と
思
う
、
私
も
そ
の
一
の
時
、
雑
談
に
な
っ
て
こ
の
夫

一
人
で
あ
る
、
話
上
手
に
な
り
一
婦
別
姓
の
事
を
話
し
て
見
た
、

た
い
と
思
う
。
一
知
ら
な
か
っ
た
と
び
っ
く
り
し

御
神
酒
が
入
る
と
俄
然
話
題
一
て
い
た
人
も
多
く
、
「
そ
ん
な

が
続
出
、
盛
上
が
る
。
最
近
の
一
事
に
な
っ
て
た
ま
る
か
」
、
と

一
一
ユ
ー
ス
は
話
題
多
く
事
欠
か
一
意
気
ま
い
て
い
た
。

な
い
、
い
じ
め
、
非
行
、
不
登
一
多
く
の
人
の
中
に
溶
け
込
み
、

校
、
自
殺
等
々
、
特
に
目
を
引
一
高
齢
社
会
の
人
は
ま
だ
し
も
、

い
た
の
が
「
夫
婦
別
姓
」
問
題
一
こ
れ
か
ら
の
若
い
人
を
ひ
き
っ

で
あ
る
、
神
社
新
報
も
大
き
く
↓
け
る
神
社
活
動
、
運
営
に
は
、

取
り
上
げ
て
い
る
。
一
普
段
か
ら
の
挨
拶
も
あ
れ
ば
、

古
来
よ
り
家
族
制
度
を
培
っ
一
一
声
の
駄
弁
で
も
良
い
、
何
時

て
来
た
我
々
に
は
当
低
想
像
も
一
で
も
相
手
に
な
っ
て
く
れ
る
と

出
来
な
か
っ
た

事
、
社
会
共
同
一
思
っ
て
い
る
。

た
も
の
で
し
た
。

そ
の
後
、
神
道
青
年
全
国
協

議
会
の
中
に
阪
神
大
震
災
対
策

本
部
が
設
置
さ
れ
、
こ
れ
に
よ

り
現
地
の
要
望
が
取
り
纒
め
ら

れ
、
各
単
位
会
毎
の
支
援
活
動

が
一
元
化
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
三

月
二
十
三
日
二
十
四
日
の
両
日

県
神
胄
会
の
有
志
七
名
が
支
援

活
動
に
赴
い
た
の
で
す
。

渋
滞
を
避
け
、
前
日
の
夜
半

出
発
し
た
会
員
は
、
東
灘
区
の

弓
弦
羽
（
ゆ
ず
る
は
）
神
社
に

集
合
し
中
国
五
県
の
各
単
位
会

会
員
と
共
に
近
辺
各
神
社
の
補

修
・
撤
去
搬
出
作
業
に
あ
た
り

ま
し
た
。
こ
の
手
の
作
業
に
手

慣
れ
た
会
員
も
お
ら
れ
、
ま
た

好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り

私
共
の
出
来
る
限
り
御
神
域
の

堅
持
に
努
力
い
た
し
ま
し
た
。

現
地
の
方
々
の
暮
ら
し
に
漸

く
落
ち
着
き
が
戻
っ
て
き
は
じ

め
た
頃
と
は
い
え
、
実
際
に
目

の
あ
た
り
に
す
る
神
戸
の
現
状

は
、
新
聞
・
テ
レ
ビ
等
で
知
り

得
る
も
の
の
比
で
は
な
く
、
押

し
つ
ぶ
さ
れ
た
建
物
、
道
に
横

た
わ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
、
黒

へ
へ

い
野
原
に
な
っ
た
焼
け
跡
等
、

胸
締
め
つ
け
ら
れ
る
も
の
ば
か

り
で
し
た
。
そ
の
見
渡
す
か
ぎ

り
の
瓦
礫
の
中
に
あ
っ
て
、
倒

壊
を
免
れ
た
御
本
殿
が
凛
と
建

つ
様
に
自
然
と
手
を
合
わ
せ
た

の
は
、
私
た
ち
が
神
職
で
あ
っ

た
か
ら
だ
け
で
は
な
い
と
思
う

の
で
す
。

末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、
神

胄
協
会
長
西
高
辻
信
良
氏
．

八
月
二
十
八
日
若
葦
会
創
立
三
十
周
年
記
念
式
典

九
月
二
十
二
日
県
護
国
神
社
秋
季
例
大
祭
衣
紋
着
付
奉
仕

十
月
二
十
日
鎮
霊
神
社
秋
季
大
祭
祭
典
奉
仕

十
一
月
二
十
六
日
若
葦
会
卓
上
研
修
会
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

二
月
十
一
日
勝
田
神
社
建
国
祭
奉
仕

二
月
十
一
日
瀬
戸
神
社
建
国
祭
奉
仕

三
月
二
十
三
日
阪
神
大
震
災
復
旧
支
援
奉
仕

三
月
二
十
四
日

四
月
二
十
日
県
護
国
神
社
春
季
例
大
祭
衣
紋
着
付
奉
仕

四
月
二
十
三
日
国
旗
掲
揚
推
進
運
動
「
日
の
丸
パ
レ
ー
ド
」

六
月
十
一
日
鳥
取
県
神
道
青
年
会
創
立
三
十
周
年
記
念
式
典

烏
取
支
部
長
永
江
則
英

青
年
神
職
の
方
々
と
の
平
素
一
り
も
そ
の
ご
活
躍
が
盛
ん
で
あ

の
ふ
れ
あ
い
は
、
鳥
取
支
部
内
一
り
ま
す
。
そ
し
て
相
互
の
会
話

の
青
年
神
職
の
方
々
と
は
神
社
一
に
ユ
ー
モ
ア
が
あ
り
、
実
に
打

界
事
業
を
通
し
て
、
ま
た
因
幡
一
ち
解
け
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

地
域
の
「
若
葦
会
」
の
ご
活
躍
の
一
「
楽
し
い
集
い
に
、
生
ま
れ
る

際
、
臨
席
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
一
奉
仕
」
と
で
も
言
い
ま
し
ょ
う

り
す
る
こ
と
が
主
と
な
り
ま
す
。
一
か
、
こ
れ
が
集
い
の
基
本
で
あ

い
つ
も
感
じ
る
こ
と
は
、
通
一
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

信
・
交
通
等
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
一
胄
神
の
活
動
は
、
斯
界
へ
の

た
時
世
に
も
よ
り
ま
し
ょ
う
け
一
奉
仕
が
中
心
と
な
る
と
思
い
ま

れ
ど
も
、
私
た
ち
の
青
年
期
よ
一
す
が
、
同
時
に
生
涯
教
育
が
唱

楽
し
い
集
い
に

生
ま
れ
る
奉
仕

平
成
六
年
度
鳥
取
県
神
道
青
年
会
事
業

神
青
協
近
畿
地
区
理
事
加
藤

芳
哉
氏
・
兵
庫
県
神
道
青
年
会

会
長
高
島
俊
紀
氏
連
名
で
阪

神
大
震
災
初
期
対
応
へ
の
御
礼

が
あ
り
ま
し
た
事
、
併
せ
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。

神
青
協
・
中
国
地
区

理
事
を
退
任
し
て

米
原
尊
仁

平
成
五
年
四
月
に
、
神
冑
協

中
国
地
区
選
出
理
事
と
い
う
大

任
を
仰
せ
つ
か
っ
た
訳
で
す
が
、

当
初
は
二
年
間
の
任
期
が
務
ま

る
か
ど
う
か
、
大
変
不
安
な
思

い
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

県
内
の
会
員
の
皆
様
の
絶
大
な

る
支
援
を
頂
き
ま
し
て
、
何
と

か
無
事
に
そ
の
任
務
を
遂
行
で

き
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

思
い
返
し
ま
す
の
に
、
奥
尻

の
震
災
に
始
ま
り
未
だ
記
憶
に

新
し
い
阪
神
・
淡
路
の
大
震
災

で
終
わ
っ
た
よ
う
な
気
が
致
し

ま
す
。
特
に
阪
神
・
淡
路
の
大

震
災
の
折
り
に
は
、
県
内
会
員

の
皆
様
の
支
援
活
動
に
於
け
る

一
一

御
活
躍
は
申
す
ま
で
も
な
く
、

中
国
地
区
全
体
の
敏
速
な
行
動

に
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

後
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
神
青

協
臨
時
総
会
の
折
り
に
は
、
兵

庫
神
胄
の
高
嶋
会
長
よ
り
中
国

地
区
の
支
援
活
動
に
対
す
る
御

礼
の
言
葉
を
頂
き
、
地
区
理
事

と
致
し
ま
し
て
大
変
嬉
し
く
思

い
ま
し
た
。

こ
の
大
震
災
の
影
響
に
依
り

ま
し
て
、
か
ね
て
よ
り
準
備
致

し
て
お
り
ま
し
た
山
口
県
開
催

の
中
央
研
修
会
の
延
期
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
既
に

退
会
致
し
て
お
り
ま
す
が
、
来

る
平
成
八
年
二
月
二
十
六
日
・

二
十
七
日
の
両
日
に
開
催
さ
れ

る
運
び
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。

是
非
と
も
中
田
中
国
地
区
選

出
理
事
を
中
心
と
し
て
、
中
国

五
県
の
会
員
の
皆
様
の
一
致
協

力
の
も
と
こ
の
中
央
研
修
会
が
、

盛
会
の
う
ち
に
納
め
ら
れ
ま
す

こ
と
を
衷
心
よ
り
御
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

最
後
に
任
期
中
の
御
厚
情
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

え
ら
れ
て
い
る
昨
今
、
大
衆
に

対
処
で
き
る
教
養
を
積
ん
で
お

く
こ
と
も
大
切
だ
と
い
う
こ
と

を
付
け
加
え
ま
す
。
私
を
含
め

て
、
歳
を
重
ね
る
程
そ
の
機
会

を
失
う
か
ら
で
す
。

昨
年
は
大
東
亜
戦
争
終
結
五

十
周
年
に
当
り
、
県
神
社
庁
に

先
駆
け
て
県
神
青
協
自
体
に
よ

る
報
恩
感
謝
祭
が
護
国
神
社
に

て
美
事
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

近
年
の
ヒ
ッ
ト
と
言
う
べ
き
で

心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
い
よ
い
よ
の
ご
活

躍
に
期
待
し
ま
す
。

東
部
若
葦
会

中
部
青
年
神
職
会

東
部
若
葦
会

東
部
若
葦
会

中
部
青
年
神
職
会

東
部
若
葦
会

西
部
青
年
神
職
会

中
部
青
年
神
職
会
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阪
神
大
震
災

支
援
報
告

青
砥
一
彦

平
成
七
年
一
月
卜
七
日
未
明

阪
神
淡
路
島
方
川
を
襲
っ
た
大

震
災
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
伝

え
る
情
報
を
迎
じ
現
地
の
状
況

を
知
る
に
つ
れ
、
我
々
の
想
像

を
は
る
か
に
越
え
た
未
曾
有
の

も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
当
時
鳥

取
県
神
道
青
年
会
事
務
局
で

あ
っ
た
私
の
許
に
は
各
方
面
か

ら
の
震
災
支
援
の
要
請
や
、
現

地
か
ら
の
現
状
を
伝
え
る
Ｆ
Ａ

Ｘ
が
矢
継
ぎ
早
に
入
っ
て
い
ま

し
た
。
私
ど
も
県
神
胄
会
も
早

急
に
役
員
会
を
招
集
し
、
支
援

活
動
に
つ
き
協
議
し
た
結
果
、

情
報
が
交
錯
し
安
全
が
確
保
が

出
来
な
い
所
へ
会
員
を
派
遣
す

べ
き
で
な
い
と
す
る
佐
々
木
会

長
の
意
見
に
よ
り
、
当
面
は
物

資
の
支
援
を
行
な
う
こ
と
と
し
、

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
・
ロ
ー
プ
等
を

発
送
し
ま
し
た
。
そ
の
作
業
の

な
か
で
、
直
接
現
地
に
物
資
が

搬
入
で
き
な
い
現
状
に
改
め
て

現
地
の
惨
状
を
思
い
知
ら
さ
れ

雑
感

四
部
支
部
長
安
江
忠
愛

「
誰
で
も
よ
い
一
声
か
け
て
一
体
の
最
小
単
位
で
あ
る
家
族
の

通
れ
」
父
親
か
ら
言
わ
れ
た
一
一
重
要
性
の
軽
視
、
家
族
の
一
体

言
、
見
知
ら
ぬ
人
か
ら
小
学
生
－
感
を
喪
失
さ
せ
、
家
族
の
崩
壊

に
至
る
ま
で
．
…
．
．
…
、
田
舎
で
一
に
も
繋
が
り
か
ね
な
い
と
思
う
。

あ
る
か
ら
出
来
る
事
で
あ
る
。
一
夫
婦
間
の
子
ど
も
の
問
題
等

井
戸
端
的
会
議
な
れ
ば
安
易
で
一
に
も
大
き
な
影
響
も
出
て
来
る

あ
る
が
五
○
人
、
七
○
人
の
前
一
だ
ろ
う
、
墓
地
の
石
塔
は
？
、

と
な
れ
ば
．
．
：
．
．
…
。
一
一
本
の
石
塔
に
夫
の
姓
、
妻
の

種
々
の
講
が
あ
り
祝
宴
と
な
一
姓
を
書
き
、
建
立
年
月
日
も
西

れ
ば
話
の
き
っ
か
け
を
求
め
ら
一
暦
を
書
く
者
も
出
て
く
る
時
代

れ
る
、
と
に
か
く
神
主
は
人
が
一
に
な
り
か
ね
な
い
。

良
い
の
か
、
正
直
な
の
か
話
下
一
先
日
、
三
○
人
程
の
集
ま
り

手
が
多
い
と
思
う
、
私
も
そ
の
一
の
時
、
雑
談
に
な
っ
て
こ
の
夫

一
人
で
あ
る
、
話
上
手
に
な
り
一
婦
別
姓
の
事
を
話
し
て
見
た
、

た
い
と
思
う
。
一
知
ら
な
か
っ
た
と
び
っ
く
り
し

御
神
酒
が
入
る
と
俄
然
話
題
一
て
い
た
人
も
多
く
、
「
そ
ん
な

が
続
出
、
盛
上
が
る
。
最
近
の
一
事
に
な
っ
て
た
ま
る
か
」
、
と

一
三
－
ス
は
話
題
多
く
事
欠
か
一
意
気
ま
い
て
い
た
。

な
い
、
い
じ
め
、
非
行
、
不
登
一
多
く
の
人
の
中
に
溶
け
込
み
、

校
、
自
殺
等
々
、
特
に
目
を
引
一
高
齢
社
会
の
人
は
ま
だ
し
も
、

い
た
の
が
「
夫
婦
別
姓
」
問
題
一
こ
れ
か
ら
の
若
い
人
を
ひ
き
つ

で
あ
る
、
神
社
新
報
も
大
き
く
一
け
る
神
社
活
動
、
運
営
に
は
、

取
り
上
げ
て
い
る
。
一
普
段
か
ら
の
挨
拶
も
あ
れ
ば
、

古
来
よ
り
家
族
制
度
を
培
っ
一
一
声
の
駄
弁
で
も
良
い
、
何
時

て
来
た
我
々
に
は
当
低
想
像
も
一
で
も
相
手
に
な
っ
て
く
れ
る
と

出
来
な
か
っ
た
事
、
社
会
共
同
一
思
っ
て
い
る
。

た
も
の
で
し
た
。

そ
の
後
、
神
道
青
年
全
国
協

議
会
の
中
に
阪
神
大
震
災
対
策

本
部
が
設
置
さ
れ
、
こ
れ
に
よ

り
現
地
の
要
望
が
取
り
纒
め
ら

れ
、
各
単
位
会
毎
の
支
援
活
動

が
一
元
化
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
三

月
二
十
三
日
二
十
四
日
の
両
日

県
神
胄
会
の
有
志
七
名
が
支
援

活
動
に
赴
い
た
の
で
す
。

渋
滞
を
避
け
、
前
日
の
夜
半

出
発
し
た
会
員
は
、
東
灘
区
の

弓
弦
羽
（
ゆ
ず
る
は
）
神
社
に

集
合
し
中
国
五
県
の
各
単
位
会

会
員
と
共
に
近
辺
各
神
社
の
補

修
・
撤
去
搬
出
作
業
に
あ
た
り

ま
し
た
。
こ
の
手
の
作
業
に
手

慣
れ
た
会
員
も
お
ら
れ
、
ま
た

好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り

私
共
の
出
来
る
限
り
御
神
域
の

堅
持
に
努
力
い
た
し
ま
し
た
。

現
地
の
方
々
の
暮
ら
し
に
漸

く
落
ち
着
き
が
戻
っ
て
き
は
じ

め
た
頃
と
は
い
え
、
実
際
に
目

の
あ
た
り
に
す
る
神
戸
の
現
状

は
、
新
聞
・
テ
レ
ビ
等
で
知
り

得
る
も
の
の
比
で
は
な
く
、
押

し
つ
ぶ
さ
れ
た
建
物
、
道
に
横

た
わ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
、
黒

餌巳
へ

い
野
原
に
な
っ
た
焼
け
跡
等
、

胸
締
め
つ
け
ら
れ
る
も
の
ば
か

り
で
し
た
。
そ
の
見
渡
す
か
ぎ

り
の
瓦
礫
の
中
に
あ
っ
て
、
倒

壊
を
免
れ
た
御
本
殿
が
凛
と
建

つ
様
に
自
然
と
手
を
合
わ
せ
た

の
は
、
私
た
ち
が
神
職
で
あ
っ

た
か
ら
だ
け
で
は
な
い
と
思
う

の
で
す
。

末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、
神

吉
協
会
長
西
高
辻
信
良
氏
．

鳥
取
支
部
長

青
年
神
職
の
方
々
と
の
平
素
一

の
ふ
れ
あ
い
は
、
鳥
取
支
部
内
一

の
青
年
神
職
の
方
々
と
は
神
社
一

界
事
業
を
通
し
て
、
ま
た
因
幡
一

地
域
の
「
若
葦
会
」
の
ご
活
躍
の
一

際
、
臨
席
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
一

り
す
る
こ
と
が
主
と
な
り
ま
す
。
一

い
つ
も
感
じ
る
こ
と
は
、
通
一

信
・
交
通
等
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
一

た
時
世
に
も
よ
り
ま
し
ょ
う
け
一

れ
ど
も
、
私
た
ち
の
青
年
期
よ
一

八
月
二
十
八
日

九
月
二
十
二
日

十
月
二
十
日

十
一
月
二
十
六
日

二
月
十
一
日

二
月
十
一
日

三
月
二
十
三
日

三
月
二
十
四
日

四
月
二
十
日

四
月
二
十
三
日

六
月
十
一
日

楽
し
い
集
い
に

生
ま
れ
る
奉
仕

平
成
六
年
度
鳥
取
県
神
道
青
年
会
事
業

若
葦
会
創
立
三
十
周
年
記
念
式
典

県
護
国
神
社
秋
季
例
大
祭
衣
紋
着
付
奉
仕

鎮
霊
神
社
秋
季
大
祭
祭
典
奉
仕

若
葦
会
卓
上
研
修
会
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

勝
田
神
社
建
国
祭
奉
仕

瀬
戸
神
社
建
国
祭
奉
仕

阪
神
大
震
災
復
旧
支
援
奉
仕

県
護
国
神
社
春
季
例
大
祭
衣
紋
着
付
奉
仕

国
旗
掲
揚
推
進
運
動
「
日
の
丸
パ
レ
ー
ド
」

鳥
取
県
神
道
青
年
会
創
立
三
十
周
年
記
念
式
典

神
青
協
近
畿
地
区
理
事
加
藤

芳
哉
氏
・
兵
庫
県
神
道
青
年
会

会
長
高
島
俊
紀
氏
連
名
で
阪

神
大
震
災
初
期
対
応
へ
の
御
礼

が
あ
り
ま
し
た
事
、
併
せ
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。

神
青
協
・
中
国
地
区

理
事
を
退
任
し
て

米
原
尊
仁

平
成
五
年
四
月
に
、
神
胄
協

中
国
地
区
選
出
理
事
と
い
う
大

任
を
仰
せ
つ
か
っ
た
訳
で
す
が
、

当
初
は
二
年
間
の
任
期
が
務
ま

る
か
ど
う
か
、
大
変
不
安
な
思

い
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

県
内
の
会
員
の
皆
様
の
絶
大
な

る
支
援
を
頂
き
ま
し
て
、
何
と

か
無
事
に
そ
の
任
務
を
遂
行
で

き
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

思
い
返
し
ま
す
の
に
、
奥
尻

の
震
災
に
始
ま
り
未
だ
記
憶
に

新
し
い
阪
神
・
淡
路
の
大
震
災

で
終
わ
っ
た
よ
う
な
気
が
致
し

ま
す
。
特
に
阪
神
・
淡
路
の
大

震
災
の
折
り
に
は
、
県
内
会
員

の
皆
様
の
支
援
活
動
に
於
け
る

永
江
則
英

り
も
そ
の
ご
活
躍
が
盛
ん
で
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
相
互
の
会
話

に
ユ
ー
モ
ア
が
あ
り
、
実
に
打

ち
解
け
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

「
楽
し
い
集
い
に
、
生
ま
れ
る

奉
仕
」
と
で
も
言
い
ま
し
ょ
う

か
、
こ
れ
が
集
い
の
基
本
で
あ

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

冑
神
の
活
動
は
、
斯
界
へ
の

奉
仕
が
中
心
と
な
る
と
思
い
ま

す
が
、
同
時
に
生
涯
教
育
が
唱

一
一

御
活
躍
は
申
す
ま
で
も
な
く
、

中
国
地
区
全
体
の
敏
速
な
行
動

に
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

後
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
神
胄

協
臨
時
総
会
の
折
り
に
は
、
兵

庫
神
冑
の
高
嶋
会
長
よ
り
巾
国

地
区
の
支
援
活
動
に
対
す
る
御

礼
の
言
葉
を
頂
き
、
地
区
理
事

と
致
し
ま
し
て
大
変
嬉
し
く
思

い
ま
し
た
。

こ
の
大
震
災
の
影
響
に
依
り

ま
し
て
、
か
ね
て
よ
り
準
備
致

し
て
お
り
ま
し
た
山
口
県
開
催

の
中
央
研
修
会
の
延
期
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
既
に

退
会
致
し
て
お
り
ま
す
が
、
来

る
平
成
八
年
二
月
二
十
六
日
・

二
十
七
日
の
両
日
に
開
催
さ
れ

る
運
び
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。

是
非
と
も
中
田
中
国
地
区
選

出
理
事
を
中
心
と
し
て
、
中
国

五
県
の
会
員
の
皆
様
の
一
致
協

力
の
も
と
こ
の
中
央
研
修
会
が
、

盛
会
の
う
ち
に
納
め
ら
れ
ま
す

こ
と
を
衷
心
よ
り
御
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

最
後
に
任
期
中
の
御
厚
情
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

え
ら
れ
て
い
る
昨
今
、
大
衆
に

対
処
で
き
る
教
養
を
積
ん
で
お

く
こ
と
も
大
切
だ
と
い
う
こ
と

を
付
け
加
え
ま
す
。
私
を
含
め

て
、
歳
を
重
ね
る
程
そ
の
機
会

を
失
う
か
ら
で
す
。

昨
年
は
大
東
亜
戦
争
終
結
五

十
周
年
に
当
り
、
県
神
社
庁
に

先
駆
け
て
県
神
青
協
自
体
に
よ

る
報
恩
感
謝
祭
が
護
国
神
社
に

て
美
事
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

近
年
の
ヒ
ッ
ト
と
言
う
べ
き
で

心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
い
よ
い
よ
の
ご
活

躍
に
期
待
し
ま
す
。

東
部
若
葦
会

中
部
青
年
神
職
会

東
部
若
葦
会

東
部
若
葦
会

中
部
青
年
神
職
会

東
部
若
葦
会

西
部
青
年
神
職
会

中
部
青
年
神
職
会
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祈
念
し
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

十
一
月
に
は
、
神
社
庁
鳥
取

支
部
と
合
同
で
卓
上
研
修
会
を

執
り
行
い
ま
し
た
。
平
成
六
年

度
の
教
化
テ
ー
マ
で
あ
る
「
鎮

守
の
森
か
ら
の
教
化
活
動
」
に

つ
い
て
、
会
員
の
公
民
館
主
任
。

東
部
若
葦
会

東
部
若
葦
会
は
、
昭
和
三
十

八
年
七
月
に
発
足
さ
れ
て
よ
り
、

平
成
六
年
を
以
っ
て
三
十
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
年
に
会

員
一
同
は
「
若
葦
会
三
十
年
の

歩
み
」
を
刊
行
し
、
八
月
二
十

八
日
に
芙
蓉
第
一
ホ
テ
ル
に
て

「
若
葦
会
発
足
三
十
年
記
念
大

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
の
参
加
者
は
四
十
七
名

を
か
ぞ
え
、
祝
賀
会
で
は
歴
代

会
員
諸
氏
か
ら
お
借
り
し
た
ス

ナ
ッ
プ
写
真
を
ス
ラ
イ
ド
上
映

し
、
当
時
の
様
々
な
思
い
出
話

を
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
若
手

会
員
と
Ｏ
Ｂ
会
員
が
祝
杯
を
酌

み
交
わ
す
場
面
等
も
伺
え
、
参

加
者
全
員
が
若
葦
会
の
弥
栄
を

本
会
は
、
昭
和
三
十
八
年
十

二
月
、
地
域
毎
の
組
織
の
充
実

を
図
る
協
議
体
（
鳥
取
県
神
道

青
年
協
議
会
）
と
し
て
発
足
し
、

若
葦
会
、
中
部
青
神
、
西
部
胄

神
各
会
の
活
動
が
定
着
し
た
こ

と
を
受
け
て
、
昭
和
五
十
四
年

九
月
、
十
五
周
年
を
契
機
に
、

鳥
取
県
神
道
青
年
会
に
名
称
を

変
更
し
、
県
内
の
神
道
冑
年
相

互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
各
種
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。創

立
三
十
周
年
記
念
大
会
は

六
月
十
一
日
、
米
子
市
鴨
御
祖

神
社
並
び
に
米
子
一
一
ユ
ー
ァ
ー

バ
ン
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、
来
賓

と
し
て
松
田
幸
史
県
神
社
庁
長
、

松

創
立
三
十
周
年
記
念
大
会
開
催

’田
因
善
県
総
代
会
会
長
、
安

鳥
取
神
喬
通
信
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ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
等
の
立
場
で

の
体
験
話
を
交
え
て
話
し
合
い

ま
し
た
。
又
、
当
日
に
は
若
手

会
員
が
中
心
に
な
り
、
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
よ
う
な
若
手
会

員
主
動
の
催
し
も
執
り
行
っ
て

ゆ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

東
部
若
居
神
職
の
更
な
る
奮
起

を
／
、中

部
青
年
神
職
会
で
は
、

「
日
の
丸
パ
レ
ー
ド
」
「
鎮
霊
神

社
秋
季
大
祭
奉
仕
」
等
、
各
事

業
に
毎
年
取
り
組
み
、
又
何
か

を
記
念
し
た
事
業
を
単
年
度
で

実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年

度
は
、
「
建
国
祭
奉
仕
に
つ
い

て
」
を
記
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

東
部
・
西
部
青
神
の
皆
様
方

は
、
古
く
か
ら
取
り
組
ん
で
お

ら
れ
ま
す
が
、
中
部
で
は
、
平

成
二
年
に
初
め
て
建
国
祭
を
冑

神
事
業
で
取
り
組
も
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
三
年
間
は
、
賀

門
脇
豊
文

江
忠
愛
西
部
支
部
長
、
中
田
武

伸
神
胄
協
中
国
地
区
理
事
（
神

青
協
会
長
代
理
）
の
臨
席
を
賜

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

先
ず
、
鵯
御
祖
神
社
に
於
い

て
、
会
員
奉
仕
の
下
、
不
肖
私

が
祭
主
を
努
め
て
祭
典
が
執
行

さ
れ
、
三
十
周
年
を
言
祝
ぎ
、

本
会
の
発
展
と
会
員
を
は
じ
め

関
係
者
の
益
々
の
隆
昌
を
祈
念

す
る
と
共
に
、
一
月
十
七
日
に

発
生
し
た
阪
神
淡
路
大
震
災
の

早
期
復
興
を
祈
念
し
ま
し
た
。

祭
典
終
了
後
、
東
・
中
・
西
の

相
伝
楽
を
奉
納
し
、
相
互
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

記
念
式
典
は
、
佐
々
木
会
長

の
挨
拶
の
後
、
初
代
会
長
で
も

あ
る
松
田
庁
長
よ
り
、
若
い
力

中
部
青
年
神
職
会

西
溌
単
１
位

へ
へ

容
云

茂
神
社
（
吉
田
武
章
宮
司
）
、

続
い
て
波
々
木
神
社
（
前
田
定

彦
宮
司
）
・
村
上
神
社
（
船
越

芳
昭
宮
司
）
で
、
本
年
度
は
、

瀬
戸
神
社
（
井
上
正
典
宮
司
）

で
お
世
話
に
な
り
奉
仕
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

中
部
で
は
、
毎
年
奉
仕
神
社

を
変
え
、
初
め
て
行
く
神
社
で
、

又
そ
こ
で
の
氏
子
総
代
さ
ん
方

と
の
親
睦
等
、
大
変
勉
強
に
な

る
こ
と
が
多
く
、
中
部
青
神
の

重
要
な
柱
的
事
業
の
ひ
と
つ
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

何
十
年
か
先
に
は
、
中
部
支

部
の
全
宮
司
さ
ん
の
お
社
を
お

と
づ
れ
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

氏
名
山
本
育
朗

（
や
ま
も
と
い
く
ろ
う
）

住
所
会
見
町
金
田
五
四
七

奉
務
神
社熊

野
神
社

報を
結
集
し
、
神
社
神
道
の
根
幹

に
係
わ
る
道
を
模
索
し
続
け
る

こ
と
が
本
会
創
立
時
の
目
的
で

あ
り
、
私
た
ち
一
人
一
人
の
雑

草
が
力
を
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
に
、

本
当
の
正
し
い
日
本
の
姿
が
あ

る
と
の
祝
辞
を
賜
り
、
元
会
長

遠
藤
政
人
氏
、
前
会
長
米
原
尊

仁
氏
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。式

典
終
了
後
の
懇
親
会
で
は

会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
と

共
に
、
先
輩
諸
兄
か
ら
我
々
胄

神
に
期
す
る
思
い
が
語
ら
れ
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
有
意
義

な
一
時
が
過
ぎ
て
行
き
ま
し
た
。

阪
神
淡
路
大
震
災
を
考
慮
し
、

質
素
倹
約
の
大
会
と
な
り
ま
し

た
が
、
多
く
の
先
輩
諸
兄
の
参

加
を
賜
り
、
会
長
以
下
会
員
の

一
致
協
力
の
も
と
無
事
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
い
た

－
し
士
卑
９

西
部
青
年
神
職
会

新
入
会
員
紹
介

生
ロ

○
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鳥取県神道青年会
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西部青年神職会

は
じ
め
ま
し
て
、
熊
野
神
社

禰
宜
の
山
本
育
朗
と
申
し
ま
す
。

私
の
奉
職
す
る
熊
野
神
社
は
、

西
伯
郡
会
見
町
に
あ
り
、
周
囲

を
山
と
た
ん
ぼ
に
囲
ま
れ
た
、

静
か
な
田
舎
の
神
社
で
す
。
地

元
の
氏
子
さ
ん
達
の
信
仰
も
厚

く
、
よ
く
協
力
し
て
く
だ
さ
り
、

そ
う
し
た
好
環
境
の
中
で
、
地

元
に
密
着
し
た
神
社
と
し
て
年

間
の
様
々
な
神
事
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

私
の
家
は
代
々
熊
野
神
社
に

奉
職
す
る
神
職
と
し
て
続
い
て

き
ま
し
た
が
、
私
の
祖
父
は
早

く
に
他
界
し
、
父
が
こ
れ
ま
で

独
り
で
何
も
か
も
や
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
う
し
た
父
の
姿
を
見

な
が
ら
育
っ
た
私
は
、
父
が
健

在
で
、
い
ろ
い
ろ
と
教
わ
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
を
た
い
へ
ん

幸
せ
に
思
い
ま
す
。
ま
た
、
父

の
努
力
と
苦
労
に
報
い
る
た
め

《退
任
挨
拶

佐
々
木
克
秀

鳥
取
県
神
道
青
年
会
は
、
先
一
同
年
、
烏
取
県
神
道
青
年
会

輩
方
が
戦
後
の
混
乱
期
に
将
来
一
三
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

を
憂
い
斯
界
の
尖
兵
と
し
て
立
一
阪
神
大
震
災
早
期
復
興
祈
願
祭

ち
上
が
ら
れ
て
よ
り
、
前
米
原
一
を
米
子
市
の
鴨
御
祖
神
社
で
、

会
長
に
至
る
ま
で
、
そ
の
活
動
一
又
記
念
式
典
を
米
子
ニ
ュ
ー
ァ

を
展
開
し
て
こ
ら
れ
た
わ
け
で
－
－
バ
ン
ホ
テ
ル
で
行
な
い
ま
し

あ
り
ま
す
が
、
我
々
も
先
輩
各
》
た
。

位
の
築
き
上
げ
ら
れ
た
輝
か
し
－
そ
の
他
諸
事
業
・
行
事
、
無

い
実
績
と
成
果
を
ふ
ま
え
つ
つ
一
事
な
ん
と
か
成
就
出
来
ま
し
た

更
に
少
し
で
も
評
価
の
頂
け
る
一
の
も
先
輩
方
の
ご
指
導
と
ご
厚

よ
う
な
活
動
を
し
な
け
れ
ば
な
一
情
の
お
陰
と
感
謝
致
し
て
お
り

ら
な
い
と
、
も
と
よ
り
会
長
の
一
ま
す
。
又
会
員
諸
兄
の
絶
大
な

重
責
を
担
い
得
る
知
識
も
才
能
一
る
ご
支
援
ご
協
力
の
お
陰
と
衷

も
持
ち
合
わ
せ
な
い
浅
学
非
才
一
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

の
身
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
一
こ
れ
か
ら
は
初
心
に
返
り
神

全
力
で
努
め
上
げ
よ
う
と
お
引
一
明
奉
仕
に
社
務
遂
行
に
、
微
力

受
け
い
た
い
し
た
。
一
な
が
ら
努
め
た
い
と
考
え
て
お

任
期
中
大
き
な
事
業
が
三
つ
一
り
ま
す
。

あ
り
ま
し
た
。
一
陰
な
が
ら
今
後
の
神
道
冑
年

平
成
五
年
九
月
、
米
子
市
の
一
会
が
会
員
の
相
互
の
理
解
を
深

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
を
主
会
場
一
め
、
新
た
な
活
動
を
展
開
し
て

に
中
国
地
区
氏
子
青
年
会
神
道
一
い
く
よ
う
、
内
な
る
充
実
と
益

青
年
会
の
合
同
研
修
会
を
開
催
。
一
々
の
ご
発
展
と
ご
健
勝
を
祈
念

七
年
に
は
阪
神
大
震
災
の
救
一
い
た
し
ま
し
て
退
任
の
挨
拶
と

援
事
業
と
し
て
物
資
の
郵
送
又
－
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ボ

フ
ン
テ
ィ
ァ
八
名
派
遣
。

戸討

に
も
、
早
く
一
人
前
の
神
職
に

な
り
、
父
に
楽
を
さ
せ
て
や
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

父
の
意
思
を
引
き
継
ぎ
、
熊
野

神
社
の
繁
栄
と
、
神
社
神
道
の

発
展
に
力
を
尽
く
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

と
は
言
え
、
ま
だ
ま
だ
未
熟

者
の
私
で
す
。
ご
指
導
ご
鞭
燵

の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。本

会
も
昭
和
三
十
八
年
の
発

足
以
来
三
十
周
年
を
迎
え
ま
し

た
が
、
そ
の
前
身
と
し
て
、
昭

和
二
十
七
年
八
月
に
鳥
取
県
胄

年
神
職
会
が
発
足
さ
れ
て
い
ま

す
。
終
戦
後
の
混
乱
期
で
も
あ

り
、
県
内
各
地
区
の
単
位
会
も

時
の
流
れ
と
共
に
夫
々
の
消
長

を
辿
る
中
、
現
在
の
各
単
位
会

の
礎
と
も
な
る
運
動
を
展
開
さ

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
諸
先
輩

方
の
苦
労
の
下
に
築
き
上
げ
ら

れ
た
本
会
を
益
々
発
展
さ
せ
て

行
く
こ
と
が
我
々
の
使
命
と
考

え
ま
す
。

洞

亀

後

記


